
第Ⅱ部第２章 働き方をめぐる環境の変化とワーク・ライフ・バランスの実現
－働き方をめぐる環境の変化と共働き世帯の増加－

子育て世代の女性の労働参加が進むとともに、世帯を持つ女性の有業率は高まっており、共働きの世帯が増加している。

女性の就業に対する意識が変化し、夫の収入が高くても働く方や子供ができても仕事を続けたいという方が増加している。
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女性が職業をもつことに対する意識の推移（％） 子供ができても、ずっと職
業を続ける方がよい

子供ができたら職業をや
め、大きくなったら再び職
業をもつ方がよい

子供ができるまでは、職業
をもつ方がよい

結婚するまでは職業をも
つ方がよい

女性は職業をもたない方
がよい

（年）

資料出所 内閣府「男女共同参画社会に関する世論調査」（2016年）（右下図）、総務省統計局「労働力調査」（左上図、左下図）
「労働力調査（詳細集計）」（右上図）より作成 37


